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あらまし：本研究では，インターネット・パソコン・Web カメラ等とオープンソース・ソフトウェアに
よるWeb会議システム（Big Blue Button）を用いて安価にウェビナー環境を構築し，大学院での遠隔ゼミ
ナールを実践した．実践研究においてもウェビナーを活用した質的変化や影響に関する分析を行った結果, 
参加者に対する相互作用や意見交換，遠隔ゼミ実践にかかる相違や特殊性等の要因と，多様な参加意識や

その対応，実践のための援助や方法等を把握したウェビナー環境デザインを明らかにした。 
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1. はじめに(研究の背景) 
インターネットは通信インフラの社会基盤として

定着し，年々高度化する情報化社会の普及とともに

生 活 の 利 便 を 高 め る ICT(Information and 
Communication Technology)の活用が，重要視されて
いる． 

ICT ネットワーク上では，オープンソース・ソフ
トウェアも進歩し，この高度な ICTを活用すること
で人間同士を結び付け，新しい意思伝達や交流方法

を作りだし，時間的，距離的制約の短縮ができるウ

ェビナー（Webinar）環境は発展の可能性を秘める． 
ウェブ（Web）とセミナー（Seminar）を合わせた

ウェビナーは，インターネット上で主催者と複数の

参加者間での対話や，セミナー経過の動画を活用し

たカンファレンスが可能となる． 
本研究では，インターネット・パソコン・Webカ

メラ等とオープンソース・ソフトウェアによるWeb
会議システム（Big Blue Button）を用いて安価にウ
ェビナー環境を構築し，大学院での遠隔ゼミナール

を実践した． 
1980年代のテレビ会議システムは，電話回線網

（ISDN 等）を利用し，高額な費用，低画質，低音
質等，運用の難しさがあった． 1990年代から 2000
年代に入ると，インターネット回線が高速化・安定

化すると共に，遠隔会議システムは，安価・高性能

で多くの情報が伝達できるパソコン，携帯端末等を

利用したWeb会議システムに移行した． 
最近普及したウェビナーは，参加者へWebカンフ

ァレンス・PDF資料・プレゼンテーション・動画を
提供することができる． 
また，エスノグラフィは，近年教育工学の分野で

も質的調査・分析方法として活用されている． 
 

2. 研究の目的 
ウェビナー環境の活用が有効と考えられる遠隔ゼ

ミであるが，遠方の社会人大学院生がオープンソー

ス・ソフトウェアによるWeb会議システムを構築し，
通常の ICT通信インフラの中で，それを活用した遠
隔ゼミの（教育）実践および評価にかかる研究をす

るものは見当たらず，その他，ウェビナーを活用し

た実践研究においても，これらに対しての質的変化

や影響に関する分析は行われていない． 
本研究では，ウェビナー環境による遠隔ゼミに関

するコミュニケーションの変容について，プロトコ

ル分析（ protocol analysis），エスノグラフィ
（ethnography）的アプローチを用いて実践をする．
また，その記録等から，参加者に対する相互作用や

意見交換，遠隔ゼミ実践にかかる相違や特殊性等の

要因を分析する．そして，多様な参加意識やその対

応，実践のための援助や方法等を把握したウェビナ

ー環境デザインを明らかにすることを目的とした． 
 

3. 研究の対象  
遠隔ゼミ・プロジェクトの構成は，8 名（大学院

生修士課程 1年 2名，2年 3名，博士後期課程 1年 2
名，教授 1名）であり，接続テスト参加者は，10名
（大学院生等 2名＋学部生 8名）である． 
数か月間，Web会議システムを使った様々な意見

交換・プレゼンテーションが行われた． 

 
図 1 Web 会議システムの参加者イメージ 
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4. 研究の方法 
本研究では，遠隔ゼミの相互作用を明らかにする

ため ICTネットワーク上でのデータを収集した．ま
た，その記録を，質的かつ量的に分類し，それぞれ

の質と数の変化，対話や意見交換，観察と録画，Log
等のデータから理論形成に必要な要因を探し出した．

そして，質的研究アプローチを用いた分析・考察を

行った． 
 

5. 研究で得られた知見 
遠隔ゼミ（教育）実践については，プレゼンター・

司会・コメンテーター等の役割分担や運用パターン

変化が，参加者から様々な提案をもたらし，以下の

事項が明らかになった． 
(1) 相互的コミュニケーションによる事前準

備の必要性：コミュニケーションを通じ，相互に行

われる双方向的な事前準備の必要性を有す． 
(2) 共同的コミュニケーションの関係性と状

況の理解：ICT を活用した知識の伝達・共同作業を
通じ対応する際の関係性と状況の理解を有す． 

(3) 共有的コミュニケーションの進行プロセ

スにおける効率化・可能性・重要性： 
意見交換や映像等から，遠隔ゼミの活用による効

率化や合意等の可能性や進行にかかる重要性を有す． 

共有的コミュニケーションでの
進行プロセスにおける

効率化・可能性・重要性

通信環境が
整備されて，
愛知県と早稲
田大学の遠
距離間での
接続がどこか
らでもできるこ
とが素晴らし
い.

大勢の人が同期して発言するには司会者を通
じて行うこのルール作りをする
司会者のノウハウを勉強する必要がある

司会者の提案が課題だ.ウェビナーでは司会者が大
切である.
ルール作りが必要である.
発表するときは挙手をし，司会者が当てる.学会でも
同じであるが発言する時にマイクをONにする，それ
以外はMuteする.

2015年5月26日　(火)

2015年5月30日　(土)

2015年6月23日　(土)

2015年8月1日　(土)

2015年9月12日　(土)

2015年9月13日　(日)

Logを定期的にとっておく
音声が時々途切れるが改善の余地がある.
複数の人が同時に話すときに音が途切れる.
発表者以外は，マイクをミュートすべきだ.．
改善した。

ラインのように　チャットが吹き
出し文字になるといい.開発
者に連絡することができる.自
分で改変してもいい..
司会者を立てる方法が必要
だが，自由な会話ができると
どうなるのか
チャットに画像やリンクが張れ
るといい.

BBBで動画を
だせるといい.

地方組ではゼミに行けな
かったりするので，このよ
うな会議で，音がクリアで
あれば有効なツールにな
ると思います.

資料の修正が全員ででき
れば尚嬉しいです.
司会は重要ですね.

どこでもつなげるのは便
利である.

パソコンの知識がない私
でもできたので有効なの
ではないか.

利用者を増やして，良いところ悪いところ
を聞く.初心者も含めたWeb会議をする.ア
ンケートを実施する.
負荷テストをする.アクセスログを分析す
る.

実際の動画をみてもらう.動画をアップするには，
WebからYou－Tubeなどでみんなに見えるように
する.ウェビナーでの新しい方法、使い方になっ
ていくと思う.カメラの前にもうひとつパソコンが
あっても良い.
プレゼンテーションと司会を同時に行うのは大変
です．

 
図 2 共有的コミュニケーションの進行プロセス 

6. まとめと今後の課題について 
本研究により，遠隔ゼミの参加者は，事前準備を

行い，ウェビナー環境の関係性と状況を理解し，複

雑なコミュニケーション活動の中で，遠隔ゼミの効

率化・可能性・重要性を実現することが明らかにな

った． 
ウェビナー環境での遠隔ゼミをデザインし評価す

る際は，多様性を十分配慮し，参加者の相互的・共

同的・共有的コミュニケーション作用を考慮してい

く必要がある． 
まず，遠隔ゼミを成立させるため，参加者同士で

相互的アイデアを考え課題解決する事前準備活動

（連絡・資料準備・ウェビナー環境経験等）が必要

であった． 
参加者は知識・スキルの伝達や運用方法の工夫（ハ

ウリング対策等）をする共同作業を行った．ウェビ

ナー環境で対面による質問・専門的提案（可視化・

数値化・アクセスログ分析等）や議論（質的研究の

方法等）により，参加者同士の理解が示された． 
遠隔ゼミの進行にともない，参加者は場所や時間

に拘束されないウェビナーの利便性を実感するとと

もに、意見をシステム上で互い共有することにより

合意形成が行われやすくなることを理解していた．

そして，遠隔ゼミにおける新しい可能性（録画の使

い方の使い方等）を示すコミュニケーションも参加

者自身により提案された． 
しかし，複数人がコミュニケーションをとるウェ

ビナー環境では，司会者が発言順をコントロールす

ることが重要となる． 
ICT ツールを利用した司会進行を補助する仕組み

が，遠隔ゼミでのコミュニケーションを円滑にする

と思われる． 
今後の課題としては，ウェビナー環境を活用した

遠隔ゼミの運用を補助する「プログラムによる司会

機能の実装」や「司会補助機能の充実」等があげら

れる． 
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